
1. はじめに

　テキストマイニング［1］は、データマイニング
手法［2］の一つであり、「文章の中に埋もれている
共通性や相関関係を発掘し、有用な知見を獲得す
る分析手法」として、アンケート調査などにおい
て大量のフリーコメント部分を客観的に、かつ効
率よく分析するのに用いられている。筆者らは、
データマイニング手法を用いて、データベースの
アクセスログの解析を行い、アソシエーション分
析によりエコ技術に関する一般動向調査を行っ
てきた［3、4］。また、同手法を湘北短期大学のWeb
サイトのアクセスログデータに適用することによ
り、学科によりサイト閲覧者が大きく異なる挙動
をすることを発見し、そこから閲覧者の興味の違

いが読み取れることを示した［5］。
　そこで、2008年の6月と7月の本学オープンキャ
ンパス来場者のアンケート回答の感想・コメント
をデータとして用い、テキストマイニングをフ
リーコメント部分の分析に適用した。その結果、
データマイニング分析から得られた知見と同じく
学科ごとに印象が異なることが確認でき、また、
6月と7月では来場者の本学への進学意思が異な
る可能性があることが示唆された［6］。
　今回は、上記知見が年ごとに変化するのかどう
かを検討するために、平成21年度の6月と7月の
オープンキャンパスデータを対象としたテキスト
マイニング分析を行い、前年度に得られた知見と
の差異を検討した。その結果を報告する。

2. テキストマイニングの実施

　全体的な処理の流れはすでに報告済みである［6］。
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形態素解析は、文字列を文法的に意味のある単位
である構成要素に分割し、各要素の文法的素性（品
詞など）を決定する。構文解析は、要素間の文法的・
意味的関係を示し、係受け構造を見出だす。この
ような概念抽出を行うことによって新たな定型
情報を得て多次元解析を行う。解析ソフトは、前
回同様（株）数理システムのText Mining Studio 
Ver3.1を用いた。本ソフトの機能である類義語辞
書登録、原文参照を活用しながら今回は下記に絞
り、前年との比較を試みた。
　① 基本情報分析
　② 単語頻度解析
　③ 特徴分析
　④ ことばネットワーク

3. オープンキャンパスアンケート回答の解析

3.1  基本情報
　オープンキャンパス（OC）に来場した高校生に
対するアンケートのフリーコメント部分の解析を
行った。アンケート回答は、（A）2009年6月6日
と（B）2009年7月25日（模擬授業を実施）に得ら
れたものである。来場者数の学科別内訳を表1に
示す。この表から、昨年度（2008年）と比較して7
月の来場者数が減っていることがわかる。とくに
保育は昨年の63％であるが、その理由は不明であ
る。
　表2はオープンキャンパスの情報源の複数回
答結果である。6月ではホームページを閲覧し
ての来場者が圧倒的に多いが、7月では入学案
内・募集要項を情報源にしている生徒が多い。
本学を第一志望とする来場者の割合は、6月で

表 1　アンケート回答を得たオープンキャンパス実施日（2009 年）の来場者内訳

実施日 6月6日 7月25日
情報メディア 28 29
生活プロデュース 69 49
総合ビジネス 62 56
保育 88 55

合計 247 189

表 2　オープンキャンパスの情報源（複数選択可）

情報源 6月6日 7月25日
湘北のホームページを見て 99 49
先輩・友人から 67 39
本学の入学案内・募集要項で 45 59
高校内での進学説明会で 40 22
オープンキャンパスのポスターを見て 22 33
受験雑誌で 12 1
高校の先生から 12 18
進学相談会 6 6
その他 7 10

－ 64 －
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40％（=97/245）であるのに対し、7月では49％
（=95/193）に達しており、本学への志望意思の固
まった生徒の割合が高くなっている。この結果は
昨年と同様である。また、Webサイトは、広く浅
くオープンキャンパス来場者を獲得するのに重要
な役割を果たしていると言えよう。

3.2  単語頻度解析
　フリーコメント部分の品種別出現回数を表3に
示す。名詞が多いのは一般的な傾向であり、形容
詞・副詞も通常の頻度で現れている。表4にはテ
キストマイニングの基本である単語頻度解析結果
を示した。ここでは6月と7月の解析結果を比較
しており、6月の頻度の高い順に順序を合わせて
ある。図1,2に、人数で規格化した頻度分布を示す。

「良い」「楽しい」は昨年同様、二強であり、大きな
変化はない。
　動詞が比較的多いが、「わかる」や「来る」が大
きな割合を占めている。6月では保育学科の「入
る＋したい（入りたい）」、「来る＋したい（来たい）」
が目をひく。形容詞は感性的な文章であることの
表れであることが多いが、保育学科の「凄い」は
突出している。また、昨年度と同じ傾向であるこ
とも大変興味深い。「凄い」は、保育学科希望者で
はポジティブな感情を強調して表すために用いて
いる傾向が読み取れる。「凄くやさしい」「すごく
楽しい（6件）」「すごくいい」「凄く湘北に通いた
い」「すごく明るい」「すごくきれい」「すごい元気
がいい」などがその例である。さらに、7月では、
保育学科の「気持ち」がたいへん特徴的であるが、
原文参照すると、入学意思を強く表す文中に登場
する。以下はその例である。「入りたい気持ちが強
くなった」「うれしい気持ちになりました」「入学
したい気持ちがより一層強まりました」「ますま
す入学したい気持ちが増えました」「行きたいと
いう気持ちが大きくなって」「入りたい!という気

持ちが大きくなった」。
　「優しい」は人に対する印象を表すことが多い
が、6月は保育、7月は総合ビジネスと保育で多
く見られる。同様に、人に対して「親切」を使う例
がしばしば見られるが、6月の生活プロデュース
学科と7月の総合ビジネスで比較的多く使用され
ている。この2学科において、「人」を主体とする
感想が多い傾向は昨年と同様である。

表 3　フリーコメント部分の品詞出現回数

品詞 6月6日 7月25日
名詞 1413 51.9% 739 49.1%
動詞 512 18.8% 231 15.3%
形容詞 385 14.1% 234 15.5%
副詞 313 11.5% 192 12.8%
連体詞 22 0.8% 14 0.9%
接続詞 35 1.3% 16 1.1%
感動詞 45 1.7% 79 5.2%

－ 65 －
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表 4　単語頻度解析結果（6 月と 7 月を比較）

－ 66 －
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図 1　単語頻度解析　（学科別、人数で規格化 6 月）
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図 2　単語頻度解析（学科別、人数で規格化 7 月）
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3.3  特徴分析（特徴語抽出）
　特徴分析では、データの属性分布と異なる分布
を持つ単語や係受けを特徴としてとらえることが
できる。つまり、学科ごとに頻度が異なるので、
たとえば、「楽しい」、というコメントが学科によ
り偏りがあるかどうかはそのままでは判断できな
いが、ここでは指標値を用いて定量化することに
よって特徴的なことばを抽出可能であるというこ
とである。特に、7月には模擬授業があったので、
学科ごとに特徴が出るはずである。特徴（一般か
らの偏り）を定量的に表すためにはさまざまな指
標値があるが、ここでは、前年度同様補完類似度［6］

を用いている。
　表5,6と図3～図6に情報メディア学科、生活プ
ロデュース学科、総合ビジネス学科、保育学科の
特徴語抽出結果を示す。
　6月の情報メディア学科は「良い」が特徴語と
なっているが、「良かったです」「来て良かった」「知
れて良かった」という漠然とした感想と「就職率
が良い」、という2つのタイプの「良い」があるの
が他学科と異なる点である。一方、生活プロデュー
ス学科と総合ビジネス学科では、「わかりやすい」
が特徴語として抽出されている。とくに生活プロ
デュースでは、さらに「説明」と「わかる」が特徴
的である。この2学科においては、「先生」が登場
するのも特徴である。この結果は、昨年度の傾向［6］

と同様で興味深い。保育学科では、他学科と異な
り、「湘北祭」が際立っているが、湘北祭における
パフォーマンスの映像が与えるインパクトが大き
かったことを物語っている。
　7月のコメントの中では総合ビジネス学科と保
育学科において模擬授業に関する記述が特徴とし
て抽出されている。生活プロデュース学科では、
サークルに関する詳細説明が好印象であったこと
がうかがえる。全体印象を表す形容詞が第一の特
徴語と抽出されている情報メディア学科と保育学

科では、前者が「面白い」であるのに対し、後者が
「楽しい」であり、この点も興味深い。

－ 69 －
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表 5　特徴分析（6 月、学科ごと）
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表 6　特徴分析（7 月、学科ごと）
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図 3　特徴語抽出（情報メディア学科）　上：2009 年 6 月 6 日、下：7 月 25 日
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 図 4　特徴語抽出（生活プロデュース学科）　上：2009 年 6 月 6 日、下：7 月 25 日
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 図 5　特徴語抽出（総合ビジネス学科）　上：2009 年 6 月 6 日、下：7 月 25 日
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 図 6　特徴語抽出（保育学科）　上：2009 年 6 月 6 日、下：7 月 25 日
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3.4  ことばネットワーク
　コメントは全体的に本学に対して「ポジティブ」
に語られていることは明らかであるが、ことばと
ことばの関係（係受け解析）をネットワーク図で
表現することによって、さらにことばと属性の共
起分析よりイメージ分析が可能になる。また、係
受け頻度と属性の頻度分析も可能である。つま
り、話題の中心とその属性の関係がより明確にな
る。7月の全コメントを対象としたことばネット
ワークを示す（図7）。矢印で共起関係（名詞-形容
詞、形容動詞、動詞）を表し、太さで頻度（支持度）
を示す。ここでは、最低信頼度が50、出現回数が2

回以上の共起ルールを抽出している。
　「楽しい」ということばに対して、多くの共起関
係があることがわかる。この中で興味深いものと
して ［忙しい］→［楽しい］が少なからず存在す
ることが挙げられる。原文を参照すると、「大学は
忙しそう」であることが分かった一方、「学生は楽
しそう」で、大学の生活が正確に伝わっているこ
とがわかる。「楽しい」と「良い」に共起関係があ
るが、この2つのことばの仲介となっている「パ
ンフレット」「湘北ナビ→安心、優しい」の存在も
興味深い。

4．おわりに

　平成21年度の研究では、平成20年度で試みた6,7
月のオープンキャンパスにおけるアンケートのフ
リーコメント部分のテキストマイニングを、21

年度アンケートの回答の分析にも適用した。この
結果、以下が確認できた。
①6月の来場者の生徒の6割以上は本学への進学

は未定であるが、7月の参加生徒の約半数が本
学を第一志望に考えている。

－ 76 －

図 7　ことばネットワーク図
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②学科に対する印象は昨年と類似した傾向を示
す。生活プロデュース・総合ビジネス学科では、

「説明がわかりやすい」、や「先生」、が学科の特
徴を表しており、保育学科希望者は「凄い」や「気
持ち」ということばを用いることで、入学意欲
の強さを表す傾向がある。情報メディア学科で
は、「面白い」ということばで「楽しい」よりも
知的好奇心が喚起されたことが表現されている
と思われる一方、「親切」や「優しい」という「人」
に関する印象を表す語が少ない。

③7月のオープンキャンパスは模擬授業が実施さ
れていたので、学科ごとに異なる特徴語が抽出
されており、本分析が有効であることが確認で
きた。

④保育学科の「湘北祭」という語が抽出されたこ
とで、湘北祭におけるパフォーマンス映像の放
映が来場者に効果的に作用したことがわかっ
た。この例から、イベント等の効果の測定にも
利用できることが示唆された。
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Text Mining for Successful Open Campus Events

OZAO Riko    SEKI Yutaro 

【abstract】
Text data mining was applied to text data obtained as comments from the response to the questionnaires 

given to open campus participants. The analyzed results were compared with those obtained last year. Surprisingly, 

the results showed tendencies similar to those of the last year; the ratio of the potential applicants change from 

June to July, and the every department left its own impression on the high school students.
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